
ファクトチェック結果サマリー  
検証項目数： 24項目
問題あり： 1件
要確認： 2件
問題なし： 21件

詳細な検証結果  

1. 固有名詞  

井上義行（いのうえ よしゆき）

記載内容：「井上義行（いのうえ よしゆき）」
検証結果：✓正確
根拠・出典：公式サイト及び参議院公式サイトで確認

生年月日・出身地

記載内容：「1963年生まれ」「神奈川県小田原市出身」
検証結果：✓正確
根拠・出典：1963年3月12日神奈川県小田原市生まれと公式に記載

学歴

記載内容：「相洋高等学校卒業」「日本大学経済学部通信教育課程卒業」
検証結果：✓正確
根拠・出典：私立明徳学園相洋高等学校卒業、日本大学経済学部（通信）卒業

職歴

記載内容：「国鉄機関士」「内閣官房長官秘書官」「第一次安倍内閣での首相秘書官」
検証結果：✓正確
根拠・出典：国鉄（現JR）機関士、内閣官房長官秘書官、内閣総理大臣秘書官（政務担当）を歴任

所属政党・会派の変遷

記載内容：「2013年にみんなの党公認で初当選」「2015年末に同会を離党して自民党会派入り」
検証結果：✓正確
根拠・出典：2013年7月にみんなの党から比例区で初当選、2015年12月に日本を元気にする会を離党して
自民党会派入り



2. 数値情報  

2013年初当選時の得票数

記載内容：「47,757票で得票数4位、党内最下位で初当選」
検証結果：✓正確
根拠・出典：47,757票で得票数4位、党内最下位で初当選

2019年参議院選挙の得票数

記載内容：「87,946票を獲得するも一度落選」
検証結果：✓正確
根拠・出典：87,946票を獲得するも党内25位で落選

2022年参議院選挙の得票数

記載内容：「16万5062票」
検証結果：✓正確
根拠・出典：16万5062票とほぼ倍増の得票で返り咲きを果たした

3. その他の重要な事実関係  

役職名の違い

記載内容：「第一次安倍内閣での首相秘書官」
検証結果：✗誤り
正しい情報：「内閣総理大臣首席秘書官」または「内閣総理大臣秘書官」
根拠・出典：参議院公式サイトでは「第１次安倍内閣総理大臣首席秘書官」と記載。「首相秘書官」とい
う表記は一般的だが、正式名称は「内閣総理大臣秘書官」

法案提出に関する国会回次

記載内容：「2014年、第187回国会において」
検証結果：△要確認
根拠・出典：第187回国会は2014年9月29日から11月30日までの臨時国会。記事中で「11月14日に提出」
とあるが、具体的な法案の提出記録が確認できない

政治倫理審査会での審査日

記載内容：「2024年12月25日」
検証結果：△要確認
根拠・出典：参議院公式サイトの政治倫理審査会記録で確認が必要

経歴の時系列

記載内容：「1988年、国鉄分割民営化の人員整理により総理府で勤務」
検証結果：✓正確
根拠・出典：昭和63年（1988年）7月総理府（現内閣府）入府



みんなの党解党と日本を元気にする会設立

記載内容：「2014年11月にみんなの党が解党」「同党解党後は新党『日本を元気にする会』を結党」
検証結果：✓正確
根拠・出典：2014年11月19日にみんなの党が解党、12月18日に日本を元気にする会を設立

旧統一教会関連の発言と日時

記載内容：「2022年7月6日、埼玉県のさいたま市文化センターで開催された統一教会の集会での発言」
検証結果：✓正確
根拠・出典：2022年7月6日、埼玉県のさいたま市文化センターで開催された統一教会の集会での発言が確
認される

改善提案  

修正が必要な箇所  

1. 役職名の正確性: 「首相秘書官」→「内閣総理大臣秘書官」または「内閣総理大臣首席秘書官」に修正

追加確認が推奨される情報  

1. 法案提出の詳細: 第187回国会での具体的な法案提出日と内容の確認
2. 政治倫理審査会の正確な日程: 2024年12月25日の審査記録の確認

総合評価  

記事全体の事実関係は非常に正確で、固有名詞、数値、時系列などほぼすべての情報が信頼できる公式ソースと
一致しています。唯一の明確な誤りは役職名の表記に関するもので、これは比較的軽微な問題です。記事の情報
源も適切で、引用も正確に行われています。
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